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旅客船に関する学習機会提供の組織的な取り組み事例* 

A systematic approach for providing opportunities for learning passenger ships* 
 

 

宮地岳志**・藤井敬治***・山田雅之****・赤穴真理*****・三上堂子****** 

By Takeshi MIYAJI**・Keiji FUJII***・Masayuki  YAMADA****・Mari  AKANA*****・Takako MIKAMI******  
 

 

１．はじめに 

 

 離島と本土を結ぶ旅客船（離島航路）は島民の通学・

通勤・通院・買い物のための不可欠な移動手段としての

役割を果たしている。しかし多くの離島航路では島の過

疎化・高齢化に伴い、利用者数が減少している。この減

少を食い止めるため行政を中心に離島航路活性化策や離

島振興策が検討・実施されている。一方、教育現場では

過疎化問題、環境問題や地域の歴史・自然・暮らし等、

社会との関わりを題材とした学習機会が求められており、

こうした場で旅客船及び島に関する理解を深めることは

重要である。本稿では、旅客船事業者、行政、島のコミ

ュニティが一体となり、旅客船や島の歴史、自然、暮ら

しなどに関する学習機会の提供を組織的に取り組んだ事

例を紹介する。 

 

２．離島航路の課題と既存の取り組み 

 

 山口県では、現在14航路（内、２航路は山口運輸支局

管轄区域外）の離島航路が運航されている。輸送人員

（山口運輸支局管内）は年々減少しており、平成20年度

は約567千人で平成11年から約113千人減少している。こ

れは離島の人口減少と高齢化が進行していることにも一

因があると思われる。 

 一方で、離島にとって航路は本土を結ぶ唯一の移動手

段であり、今後その重要性は増すものと考えられる。 

 こうした状況を踏まえ、地方自治体は航路の維持・存

続や離島の活性化を図るため、離島の資源を活かしたイ

ベントの開催や地域間交流を図るなどしている。 

 しかし、これらの取り組みは、自治体、旅客船事業者、

地域住民等それぞれが個別に行っているため、取り組み

が限定され、地域が抱える社会問題を包括的に解決する 
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ことは困難な状況である。そのため、今後これらの問題

を解決し、地域の活性化を図るためには、個々が連携し

組織的に行うことが重要である。 

 

３．本プロジェクトの取り組み内容 

 

（１）プロジェクトの目的 

  

本プロジェクトは、旅客船教室を通じて地域の抱える

問題を解決するため、その普及促進について調査・検討

を行い、モデル地域における旅客船教室の開催を通して

円滑に教室を開催するためのマニュアルと教材の検討を

行うことを目的として実施した。また、旅客船の利用促

進を図るため、旅客船教室の参加者には、生活航路の役

割や島の魅力について認識を深めてもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 プロジェクトの取り組みフロー 

1.旅客船を取り巻く環境の分析

(１)離島航路の現状
(２)離島の現状
(３)自治体アンケート調査結果
(４)離島航路に係る課題の整理
(５)生活航路、利用に対する住民意識の把握
(６)旅客船教室の課題

3.学習内容の検討

（1）学習内容の検討
（2）教材の開発
（3）学習の評価方法の検討

4.旅客船教室の実施

・3.で検討した学習内容を網羅し、検証可能な旅客船教室の実施
・本土と離島の住民の“絆”の強化（本土の小学校児童と離島住民との交流）

5.旅客船教室の評価

・教材、マニュアル作成の基礎資料とするため、主催者、参加団体の視点から評価
学習テーマの設定/旅客船教室の開催準備・調整等の段取り/授業の進め方/授業の内容
/教材/学習の評価方法

6.マニュアル作成

・主催者と参加団体のマッチングから、協働による授業計画、授業の準備・実施、授業実施後
の評価までの一連の流れをマニュアル化

7.旅客船教室の開催普及戦略の策定

・旅客船教室の開催者と参加団体を繋ぐ仕組み及びPR方法の検討
・開催者、参加者の負担の小さな仕組みの構築
・旅客船教室開催を通じたＰＲ

2.学習プログラムの策定方法の検討

・参加者の申し込み段階が異なる「開催者企画型」、「参加者・開催者共同企画型」の設定
・旅客船や島の資源を活かした学習メニューからの選択方式
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（２）学習プログラムの策定方法の検討 

  

本プロジェクトでは、参加者の申し込みのタイミング

が異なる２つの教室開催方法を提案した。１つは開催者

が日時や体験の種類などを全て設定し、開催が決定して

から参加者を募集する「開催者企画型」であり、もう１

つは開催可能な体験・講義の中から、参加者が希望のも

のを選択し、開催者と調整をしながら完成する「参加

者・開催者共同企画型」である。 

 開催者企画型では、参加者の対象を絞り込みニーズに

あった学習プログラムを策定し、参加者・開催者共同企

画型では、参加者自身が学習ニーズに対応する学習テー

マを選択し、学習プログラムを策定することが重要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 教室開催方法のイメージ図 

 

（３）学習内容の検討 

 

a）学習テーマ 

 旅客船、離島に関する意識向上及び旅客船の利用促進

に資する学習テーマとして①旅客船の利用方法（乗り方、

降り方、乗船マナー）、②離島の移動手段の確保、③バ

リアフリー、④旅客船の避難方法、⑤船や港の特徴・役

割、⑥離島の歴史、⑦離島の文化、⑧離島の自然、⑨離

島の暮らし、の９つのテーマを設定した。 

 

b）教材 

生活航路、離島に関する意識の醸成・行動変容を図る

ため、「自ら考える」、「実生活に繋がる」、「学習内

容を情報発信する」という視点から教材の開発を行った。

 自ら考える教材とするために、問いかけ形式（クイズ

形式）を採用した。 

 

 

 

 

 

 

図3 クイズボードの例 

c）評価 

旅客船教室開催の効果を計測し改善を行うために学習

の評価シートを作成し、参加者（児童、保護者）、開催

者に学習テーマ、学習計画の策定、開催のための準備・

調整、実施方法等についてアンケート調査を行った。 

 

（４）旅客船教室の実施 

 

a）参加者及び開催者 

今回のモデル教室は周南市立今宿小学校の児童及び保

護者を対象に公募し、開催者企画型で行った。参加者は

小学生児童9名、未就学児1名、保護者3名、引率教師1名

の計14名であった。開催者の主なメンバーは、周南市生

活安全課、大津島支所、大津島巡航株式会社、今宿小学

校、大津島地区コミュニティ推進協議会、徳山小学校区

コミュニティ推進協議会、学識経験者（大島商船高専准

教授）、山口運輸支局である。 

 

b）開催者の役割分担 

 旅客船教室の開催においては、様々な関係者の協力が

不可欠であり、開催者として参加してもらうことでより

スムーズに運営することが可能となる。 
 今回は山口運輸支局が実施主体となり、学校関係者に

は参加者との連絡調整、学識経験者や旅客船事業者には

プログラムの一部受け持ち、更に、教室当日に協力が不

可欠な離島住民との調整については自治体やコミュニテ

ィ推進協議会の協力を得るなど、委員会の各委員自ら主

体的に参加してもらった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図4 開催者の役割 

 

○月○日開催の

旅客船教室に 
参加希望します 

参加者 

開催者企画型イメージ 
旅客船教室開催！ 

日時：○月○日 
○時～○時 
場所：○○島  

 

こんな内容で開催

してほしい 

参加者 

参加者・開催者共同企画型イメージ 

申し込み用紙 
・体験したい項目 
・希望の時間帯 
などを記入して下さい 

運輸局 

自治体 旅客船事業者 島のコミュニティ 

小学校 商船学校 

・仕組みづくり 
・マニュアル作成 
・事例収集・紹介 
 

・島の資源紹介 
・教室協力 

・公募の協力 
・授業への組み込み 
 

・船に関する情報 
・ロープワーク 

・キーパーソンの紹介 
・ネットワーク化 
 

・船の紹介 
・避難訓練 
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c）実施内容 

徳山港から旅客船（鼓海Ⅱ）に乗船し、大津島で石風

呂体験や調理実習、山越え、回天記念館の見学等を行っ

た。旅客船の中では、クイズや講義を通じて旅客船の利

用方法や離島の移動手段の確保、バリアフリー、船や港

の特徴・役割について学習を行った。 

表1 スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 旅客船教室の様子  

 

（５）旅客船教室の評価 

 

旅客船教室の実施により各主体から様々な評価が得ら

れた。ここでは特に開催者側の代表的な意見を以下に示

す。 

 

 ①学習テーマの内容 

・学年別に理解できる質問を用意する等の配慮が必要。 

・時間配分に注意が必要。 

 ②学習プログラムのための打合せ方法 

・早め早めの調整を行う必要がある。 

 ③公募による参加者募集 

・今回は特定の小学校に限って行ったが、できれば市

内の小学校・中学校に実施できないか。 

・学校側との協議・検討が必要。 

・子ども会等へ働きかけを行えば、反応が早いのでは

ないか。 

 ④アンケートの実施 

・充実・改善を図るためには必要だと思う。 

⑤参加者による作品の掲載について 

・ＴＶ、新聞、市広報、図書館、公民館等へ情報提供

をしてはどうか。 

・船内や待合所に掲示してはどうか。 

・温かみが感じられるので良い。 

 ⑥その他（自由意見） 

・大津島の観光資源を整備し、ＰＲすれば来訪者が増

えるのではないか。 

・参加者を公募して年数回実施してはどうか。 

・参加費は行政が半額負担してはどうか。 

 ・飛行機と船の違い、船の種類による役割・特徴、徳

山港への搬入品の状況等を説明してはどうか。 

 ・継続するためには、人的な支援や魅力的な内容の設

定が必要である。 

 

旅客船内での座学 操舵室の見学 

石風呂体験 調理実習 

山越え 回天記念館の見学 

鼓海Ⅱ 

 

開始時間 内容（学習テーマ） 担当者 場所 

切符購入体験 事務局 
８：１５ 

オリエンテーション 事務局 

徳山港切符売り

場前 

８：３０ 旅客船乗船 旅客船乗務員 徳山港 

講義１：船内での非常事態におけ

る避難方法について 
旅客船船長、 
大津島巡航(株)専務 

クイズ、講義２ 
・旅客船の利用方法 
・離島の移動手段の確保 
・バリアフリー 
・船や港の特徴・役割 

事務局 

講義３：いろいろな船について 大島商船高専教官 

８：３５ 

操舵室見学 旅客船船長 

旅客船： 
鼓海Ⅱ内 

９：４５ 大津島到着（下船） 旅客船乗務員 大津島 本浦港 

１０：００ 石風呂体験 大津島コミュニティ会長 石風呂（本浦） 

１０：４５ 調理実習 大津島の方 

１２：００ 昼食 大津島婦人会 
大津公民館 

１２：５０ 山越え   本浦～馬島 

１３：５０ 回天記念館見学 回天記念館職員 回天記念館 

１４：５０ 回天発射場跡見学  回天発射場跡地 

１５：１０ ロープの結び方講習 大島商船高専教官 馬島港 

１５：３５ 旅客船乗船  馬島港 

１５：５３ 旅客船下船  徳山港 

１６：００ 宿題の説明 事務局 

１６：１０ 終わりのあいさつ 大島商船高専教官 

徳山港切符売り

場隣室 
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（６）マニュアル作成 

 

今後、旅客船事業者や

生活航路を有する自治体

が主催することを想定し、

「旅客船教室開催マニュ

アル」を作成した。マニ

ュアルでは、開催者と参

加団体のマッチングから、

協働による授業計画、授

業の準備・実施、授業実

施後の評価までの一連の

流れを整理した。 

図6 旅客船教室開催マニュアル 

 

（７）旅客船教室の開催普及戦略の策定 

 

旅客船教室を開催するためには、開催希望者と参加希

望団体を繋ぐ仕組みが必要である。そのような仕組みが

無い場合、開催者と参加者が繋がらず、また調整コスト

が多大となる場合がある。 

このような状況を踏まえ、山口運輸支局内における開

催者と参加者を繋ぐ仕組みと、旅客船教室について認識

しもらい、より多くの人に参加してもらうためのＰＲ方

法について検討した結果を示す。 

 

a）開催者と参加者を繋ぐ仕組み 

山口運輸支局内では、窓口を山口運輸支局、生活航路

を有する自治体、旅客船事業者とし、開催情報は山口運

輸支局が一元管理する。開催者は旅客船教室に関する情

報を市役所や旅客船、港等の施設への提示、ちらし配布、

自組織のＨＰに掲載する。参加希望者は応募用紙に必要

事項を記入し、窓口に提出する。 

 

b）参加対象者を絞ったＰＲ方法 

 旅客船教室について認知して参加してもらうためには

広くＰＲを行うことは重要であるが、より効果的に普及

促進を図るために、参加対象者を絞って集中的にＰＲす

ることも重要である。参加対象者が小学生の場合、学校

の授業の一環として実施することが効果的であるが、そ

のためには授業カリキュラムを検討する１、２月の前ま

でに学校に情報提供し、調整を行う必要がある。今回は、

校長会で旅客船教室の説明を行い、協力を依頼した。 

 

c）旅客船教室を通じたＰＲ方法 

 旅客船教室の開催自体がＰＲの一環となるように、参

加者が作成した標語、短歌、写真、絵などを海上交通に

関係するスペースや公共施設に掲示することが考えられ

る。また、参加者の再訪を促す工夫も重要であり、思い

出に残るグッズとして、旅客船のペーパークラフトを作

成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 参加者の作品（絵日記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 ペーパークラフト 

 

４．おわりに 

本稿では、山口県内における離島航路に関する学習機

会提供の組織的な取り組み事例を紹介した。この取り組

みにより、主催者と参加者それぞれのニーズを繋ぎ、地

域の関係者が一体となり離島航路を取り巻く社会問題を

包括的に学習する仕組みを構築することができた。これ

を足がかりに、旅客船教室実施の広がりを期待するとこ

ろである。 

しかし、これらの仕組みを構築してもなお、教室実施

にあたっては、その時々により臨機応変な対応が求めら

れる場面があると思われる。そのため、参加団体それぞ

れの特性に応じた楽しく学べるハンドメイドの学習プロ

グラム、教材の作成を行うことが、参加者への強いメッ

セージとなり、旅客船教室の成功に結びつくと考える。 

 

旅客船教室開催 
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